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経営企画課の目標（平成２２年度）自己評価書 

 

経営企画課長 鈴木 正義 

 

 

個別事業とその目標 達成度 
目標達成の効果又は 

達成できなかった理由等 

1 町が取り組む政策課題の推進(企画総合調整班) 

(1) 平成 9 年に策定し平成 23 年度を目標年次とする現総合計画は、町の将来像を「人

と自然と文化が奏でるしあわせハーモニー・酒々井」とし、総合的かつ計画的な町政運

営の推進に大きな役割を果たしてきましたが、経済情勢、国・地方を通じての厳しい財

政状況、少子高齢化、国際化、地球環境問題、地方分権など社会潮流の大きな変動の中

で「まちづくり」の考え方も大きく変わってきています。 

そこで、本年度は、①平成 24 年度を初年度とする次期総合計画の策定に取り組んで 

いきます。②現総合計画(第 3 期基本計画)の更なる推進を図るため、引き続き成果指標 

の達成状況について評価していきます。 

 

 

(2) 酒々井町においても今日、急速に高齢化が進んでおり、地域社会の活力のみならず

行財政運営にも大きな影響をもたらすものと懸念しています。 

そこで、本年度は、高齢になっても「元気で住み慣れた場所に住み続けられるまちづく

り」を実現するため、先進福祉「千葉県一」のモデルまちづくりの長期ビジョン策定に

取り組んでいきます。 

 

2 特定事項の推進 (企画総合調整班) 

高齢者や障害者等をはじめとして全ての町民が、安心して安全に生活し、自らの 

意思で自由に行動し、平等に社会参加できるまちづくりの推進が求められています。 

４ 
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４ 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

（１）①平成２４年度からスタートする第５次総合計画（基

本構想及び前期基本計画）を策定するため、町民意識調査や

各種懇談会等を実施し、住民、行政の意識の変化や町民ニー

ズを把握するとともに、課題や町民の意見を反映した計画づ

くりを行っていくための基礎調査を実施することができま

した。 

 

（１）②第４次酒々井町総合計画第３期基本計画に掲げる主

な施策や事業に設定した７２の成果指標について進捗状況

や達成度を把握し、事業の効率的な推進に努めました。 

 

（２）先進福祉ビジョン懇談会を立ち上げ、懇談会を 9回開

催するとともに、ビジョンとして今後の高齢化を見据えたう

えでの支え合い、助け合いを基本として町民が幸せな生きが

いのある豊かな生活を送れるまちづくりについての提言を

いただくことができました。 

 

①京成酒々井駅及びＪＲ酒々井駅全てのエレベーターが完

成したことにより、高齢者や障害のある方などの移動に配慮

した、中心市街地における公共交通機関の利便性の向上とバ

達成度：H23.3.31の自己評価 

５ 目標を完全に達成した。  

４ 目標を概ね達成した。 

３ 目標を一部達成した。 

２ 目標をほとんど達成できなかった。 

１ 目標をまったく達成できなかった。 
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そこで、本年度は、関係機関と協調して、①京成酒々井駅及びＪＲ 酒々井駅のエ 

 レベーター設置について促進していきます。②路線バス車両の低床化についても引 

き続き取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 地域づくりの推進(企画総合調整班) 

地域における自治活動の受け皿となる自治会と行政は、地域住民の住みよい環境をつ

くるという目的を共有しており、更なる協力関係が求められています。 

そこで、本年度も、住民と行政との協働による地域づくりを一層推進していくため、自

治会等の運営について支援していきます。 

 

4 広報活動の充実（広報広聴班） 

町政に関する様々な情報を、正確かつ的確に伝える広報活動は、町民との情報の共有 

化を進め、町民と行政が一体となったまちづくりを展開していく上で重要な役割を担っ 

ています。 

そこで、本年度は、①毎月発行している「広報ニューしすい」について、一層の情報 
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リアフリー化が実現しました。 

 ＪＲ酒々井駅は、町の事業として、自由通路東口は平成２

２年５月に、西口は平成２３年２月に稼動しました。駅改札

内は、ＪＲ東日本の事業として、上下線各１基が平成２２年

１２月に稼働しました。また、京成酒々井駅は、京成電鉄の

事業として、改札内の上下線２基、改札外東口１基の計３基

を設置し、１２月に稼働しました。 

 いずれも、国・県の交付金や補助金等を活用しており、町

の一般財源の支出を最小限に抑えました。 

 

②町内を運行するバス事業者である、ちばグリーンバスが行

った超低床ノンステップバスの導入（中型車両１台）に対し、

佐倉市及び四街道市と協調補助を行いました。 

 超低床ノンステップバスの導入により、高齢者や障害のあ

る方などの乗降の利便性が向上しました。 

 

自治会のニーズに応じ、コミュニティ備品の貸し出しやまち

づくり座布団集会の開催、自治振興助成金の交付、地域担当

員制度を行うとともに、要望等に対して、可能な限り支援し

ました。 

 

 

関係部署と連携して、広報ニューしすいで、町の取り組み

や政策課題などの行政情報を提供したことにより、町民との

情報共有に寄与できたものと考えます。また掲載に当たって

は写真やイラストを多く取り入れ「読みやすく、わかりやす

い」広報紙ができたものと考えます。 
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の集約や内容の充実を図るとともに、「読みやすい」「わかりやすい」「親しまれる」広 

報づくりを目指します。②引き続き、有料広告の掲載による自主財源の確保に努め、経 

費的な側面からも紙面の充実を図ります。 

 

5 広聴活動の充実（広報広聴班） 

町政に対する提言等を聴き、それを反映していく広聴活動は、よりよい町政運営を推 

進する上で重要な役割を担っています。 

そこで、本年度は、引き続き関係部署と連携して、的確な広聴活動の周知を図ってい 

きます。 

 

6 国勢調査の実施に向けた態勢（広報広聴班） 

本年は 5 年毎に実施される国勢調査の年にあたります。 

そこで、本年度は、①町を挙げての大規模な調査であることから、自治会等の協力を 

得るなどして指導員・調査員の確実な確保を図ります。②個人情報保護意識の高まりや 

不在世帯の増加などから調査票の提出方法に変更が加えられたことに伴い、調査員・指 

導員、町の事務を再構築して円滑な実施に取り組みます。 
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 また、自主財源を確保するための有料広告掲載料について

も目標の予算額 27万円を確保することができました。 

 

 

 法律相談や心配ごと相談など各種相談事業を含めて、広報

ニューしすいや町ホームページに掲載し、町民に的確な広聴

活動の周知を図りました。 

 

 

 

 町登録調査員や自治会等の協力を得て調査員 114 人を確

保し、国勢調査を実施することができました。 

 また、今回の国勢調査から調査員による調査票の審査や調

査票の郵送提出が取り入れられたことから、調査票の記入不

備が予想されたため、指導員に町職員を充て円滑に国勢調査

を実施することができました。 

 なお、今回の調査方法の変更に伴い事務量が膨大となった

中で、円滑に実施できた陰には指導員や担当職員の頑張りに

よるところが大きかったことは言うまでもありません。 

 

 


